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国際ロータリー第2700地区
ガバナー　吉 田　知 弘

　本日、九州国際大学ＫＩＵホールにおいて、「交流・シンカ」のテーマの下、国際ロータリー
第2700地区第３グループインターシティミーティングが盛大に開催されますこと、心よりお祝
い申し上げます。
　開催に当たり、岡橋正之ガバナー補佐、中野敬一 IM実行委員会委員長をはじめ、関係各位の
多大なる御尽力に対しまして、深甚なる敬意を表し、心より御礼申し上げます。
　本ＩＭでは、作家町田そのこ様による基調講演をはじめ、会場を移してのフランクな交流会が
予定されております。ＩＭのテーマ「交流・シンカ」には、「交流の真価」を再確認し、交流を通
じてロータリー活動を「新化・進化・深化」させようという期待が込められております。
　交流会は、ロータリアンがクラブの垣根を超えて相互に友情を深める貴重な機会となることで
しょう。
　大いに愉快に懇談し、親睦を深めていただきたいと思います。
　現在のロータリーでは、「Grow Rotary（ロータリーを育てよう）」の標語の下、それぞれのク
ラブが自らの持続可能性を高めるために何ができるか、何をすべきかをフォーカスポイントとし
て課題意識を共有し、次世代へと確実にロータリーを継承するための効果的な取組を実践するこ
とが求められています。
　この課題に最適解を見出す上での視点は一つではありません。
　クラブの内に向かっては、会員同士があらゆる機会を捉えて相互に良質なコミュニケーション
を図るように努め、クラブへの参加意識と結束を高めること、クラブの外に向かっては、価値あ
る社会貢献を奨励し、奉仕活動を活発化させて社会に対するクラブの魅力や訴求力を高めること、
そして、人的リソースの多様性を承認し、多様な人材をクラブへと取り込んで積極的に活用し、
クラブの活力へと変えていくことなど、多様な取組を重層的に進めることが極めて有意義です。
　様々な視点に基づく取組をバランスよく組み合わせて行うことが、クラブの活力を高めていく
上で最も効果的なことだと理解しております。このことは、インパクトある奉仕プロジェクト、
公共イメージの向上、効果的な会員増強が、クラブの活性化を促す三つの要素として取り上げら
れることと軌を一にします。
　ビジョン声明と４つの行動計画に改めて注目することも意義深いことであるはずです。
　本日のプログラムがよい学びの機会となり、将来に豊かな実りを結ぶことを祈念して、お祝い
の御挨拶といたします。



ガバナー補佐ご挨拶
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国際ロータリー第2700地区
第３グループガバナー補佐
岡 橋　正 之

　本日は大変お忙しい中、２０２３～２０２４年度 国際ロータリー第２７００地区第３グループ
のインターシティミーティングに、吉田知弘ガバナー始め多くの会員の皆様にご参加を賜り心よ
り御礼申し上げます。
　今回、ガバナー補佐となって第３グループの８クラブを何度も訪問させて頂きました。
　その中で気づいたことは、各クラブは様々な多くの素晴らしい奉仕活動を行っていること、ま
た会員数減少や厳しい財政状況などの共通の問題だけでなく、それぞれのクラブでは様々な課題
を抱えていること、そしてそのことがグループ内で情報共有されていないことを知りました。
　そのような中で第３グループの８クラブが一堂に集結するインターシティミーティングはかけ
がえのない情報共有の場であり、意見交換の場でもあります。
　今回のインターシティミーティングでは、その議論を十分に行える場までは提供出来ませんで
したが、情報交換のきっかけづくりになればと思っております。
　特に第２部の交流会では、吉田知弘ガバナーの「ロータリーを開き、ロータリーを前進させよう」
のメッセージのもと、八幡ローターアクトクラブのメンバーも参加し、若い方達の視点からも皆
でロータリー活動を考えていきたいと思っております。
　本日のインターシティミーティングがご参加頂きました皆様にとって有意義なものになれば幸
いであります。



八幡ロータリークラブ会長 歓迎の言葉
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国際ロータリー第2700地区
第３グループ　八幡ロータリークラブ
会長　　古 賀　眞 実

　本日はご多忙のところ、RI 第 2700地区ガバナー吉田知弘様をはじめ、ご来賓の皆様、多数
の会員の皆様にご臨席を賜り、第3グループの IMを盛大に開催できますことは、ホストクラブ
として大変光栄に存じますとともに、心から感謝申し上げます。
　今回の IMは、コロナ禍も少し落ち着き、交流の意義を再確認するＩＭと位置づけ、岡橋ガバナー
補佐のもと、中野大会実行委員長を中心に準備を進めてまいりました。テーマは「交流・シンカ」
です。ご参加くださった皆様に楽しんでいただけるＩＭを、クラブ全員で準備いたしました。同
じグループの会員の皆様と少しの時間ではありますが、共に楽しく語り合いながら「交流」を深め、
本日の IMを、それぞれのロータリークラブの活動が「シンカ」する一助にしていただければ幸
いです。また、講演会の講師を務めていただきます町田そのこ先生には、お忙しい中、お時間を
とっていただきましたことを御礼申し上げます。
　ご参加いただきました皆様にとって、実り多い一日になりますようご祈念申し上げ、歓迎のご
挨拶とさせていただきます。

IM実行委員長 御礼の言葉

国際ロータリー第2700地区
第３グループ　八幡ロータリークラブ
IM実行委員長　中 野　敬 一

　この度は、八幡ロータリークラブがホストを務めるＩＭ（インターシティ・ミーティング）に
多数のご登録・ご参加申込みをいただき、誠に有難うございます。
　今回は、コロナ禍でかなわなかった「交流」の真価を再確認し、ロータリー活動を新化・進化・
深化させることを願って、テーマを「交流・シンカ」としました。また、当クラブは、講師との
打合せや大会準備のプロセス自体も、会員間は勿論、作家の方、ローターアクト会員との交流の
機会として楽しもうというコンセプトで準備を進めてきました。
　第１部の作家町田そのこさんの講演は、インタービュー形式で「こちらが聞きたいことを聞く」
という趣向になっており、話題自体も楽しんでいただけると思います。
　第２部の交流会は、八幡ローターアクトクラブの会員にも歓談の輪に入ってもらいますので、
若手との会話が刺激になることと思います。「町田そのこさんのお話」や「交流会での他クラブ
会員やアクト会員との歓談」を通じて、皆様が何らかの刺激やヒントを得る機会になれば、幸い
です。そして、その刺激やヒントが、今年、皆様個人、所属するクラブや組織にとって、新しい
出来事につながれば、嬉しい限りです。久し振りの交流です。ゆっくり楽しみましょう。
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来 賓 紹 介

敬称略

国際ロータリー第２７００地区
　ガバナー　　　　　　　　　　　　　吉田 知弘（福岡東ＲＣ）

国際ロータリー第２７００地区
　ガバナーエレクト　　　　　　　　　野﨑 千尋（小郡ＲＣ）

国際ロータリー第２７００地区
　第１グループ　ガバナー補佐　　　　大江 俊良（豊前ＲＣ）

国際ロータリー第２７００地区
　第２グループ　ガバナー補佐　　　　中島 伸一郎（小倉南ＲＣ）

国際ロータリー第２７００地区
　第４グループ　ガバナー補佐　　　　濱野 良彦（福岡東南ＲＣ）

国際ロータリー第２７００地区
　第５グループ　ガバナー補佐　　　　竹﨑 敏和（福岡中央ＲＣ）

国際ロータリー第２７００地区
　第６グループ　ガバナー補佐　　　　金谷 永圭（久留米東ＲＣ）

国際ロータリー第２７００地区
　第７グループ　ガバナー補佐　　　　宮地 豊（大川ＲＣ）

国際ロータリー第２７００地区
　第３グループ　ガバナー補佐エレクト 金子 正人（直方ＲＣ）

国際ロータリー第２７００地区
　地区副幹事　　　　　　　　　　　　矢野 亮介（福岡東ＲＣ）

国際ロータリー第２７００地区
　地区副幹事　　　　　　　　　　　　八谷 亮太（福岡東令和あけぼのＲＣ）
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プログラム

13:00～ 13:30　開会点鐘　　　　第3グループガバナー補佐　岡橋　正之
　　　　　　　 開会のことば　　ＩＭ実行委員長　　　　　 中野　敬一
　　　　　　　　 国歌斉唱
　　　　　　　　 ロータリーソング
　　　　　　　　 四つのテスト
　　　　　　　　 歓迎のことば　　八幡ロータリークラブ会長　古賀　眞実
　　　　　　　　 来賓紹介　　　　第3グループガバナー補佐　岡橋　正之
　　　　　　　　 ガバナー補佐挨拶　　　　　　　　　同上
　　　　　　　　 ガバナー挨拶　　ＲＩ2700地区ガバナー　　 吉田　知弘
　　　　　　　　 祝電披露

13:30 ～ 14:40　第１部　講演　　　　作家　町田　そのこ　様        
14:40 ～ 15:05　八幡ローターアクトクラブ紹介
　　　　　　　　 地区大会ご案内　　　　　　　　福岡東ロータリークラブ
　　　　　　　　 次年度ＩＭご案内　　　　　　　直方ロータリークラブ
　　　　　　　　 親睦ゴルフコンペ成績発表

15:05 ～ 15:20　休憩・移動（ＫＩＵホール⇒食堂）

15:20 ～ 16:40　第２部　交流会
　　　　　　　　 自クラブ紹介　　　　　　　　　　　　　　 各クラブ会長
　　　　　　　　　※各クラブ会長から２分以内で自クラブの紹介を頂きたいと存じますの
　　　　　　　　　　　 で、ご用意を宜しくお願いします。

　　　　　　　　　乾杯発声　　　　　　第3グループガバナー補佐　岡橋　正之
　　　　　　　　　グループ別交流会
　　　　　　　　　　 ※各クラブ混成の１５名前後のグループに分かれて、軽い飲食（アルコール
　　　　　　　　　　　　 有り）をとりながら、ロータリー活動等を語り合い、交流を深めます。

　　　　　　　　　三線演奏

16:40 ～ 17:00　ガバナー所感　　　 ＲＩ2700地区ガバナー　　吉田　知弘
　　　　　　　　 ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐ｴﾚｸﾄ挨拶　　直方ロータリークラブ　　 金子　正人
　　　　　　　　 閉会のことば　　　　ＩＭ実行委員長　　　　 中野　敬一

17:00　　　 　 閉会点鐘　　　　　 第3グループガバナー補佐　岡橋　正之



第一 部  講 演 者 紹 介
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作家　町田そのこ　様

沙 織

そーはく

1980（昭和55）年生まれ、福岡県在住。
2016年「カメルーンの青い魚」で「女による女のための R-18文学賞」
　　　 大賞を受賞。
2021年「52ヘルツのクジラたち」で本屋大賞を受賞。
2022年「星を掬う」、2023年も「宙ごはん」が連続して本屋大賞ノミ
　　　 ネート作品となる。

第 二 部  交 流 会

沙織＆そーはく スペシャルライブ

沖縄 ポ ッ プ ス で 癒 し の 歌 声 を お 届 け し ま す ! !

◆各クラブ会長による自クラブの紹介（各２分程度）
◆歓談タイム ※自己紹介、各テーマについてディスカッション等
◆沙織＆そーはく　スペシャルライブ

©中央公論新社

福岡県うきは市生まれ、沖縄県南大東島育ちの三線シンガー。
小学生の頃に三線を習い始め、三線歴は22年。歴代最年少で三線教師免許を取得し、
県外での公演やBEGINのバック演奏の経験を経て、現在は九州を中心にイベント出演。
福岡市・久留米市で三線講師としても活動している。
2010年10月 日本テレビ系列『世界1のSHOWタイム～ギャラを決めるのはアナタ～』
2013年 5月 『旅立ちの島唄～十五の春～』主人公の先輩フーミ姉役
2015年 3月　三線教師免許　取得
2023年10月　三線シンガー沙織『沖縄三線教室』開講

秋田県出身、福岡県筑後市在住のシンガーソングライター。
福岡県内外のライブハウスやイベントで弾き語りライブを行うほか、筑後市にてギター
・ウクレレの弾き語り教室を運営している。
2018年11月 1st album「今日も素敵な夜でした。」リリース
2019年 4 月 島村楽器主催 第5回アコパラ九州大会優勝
2021年 2 月 辛麺屋桝元公認ソング「頂！桝元」リリース
2022年11月 そーはく弾き語り教室開講。生徒数50名（2023.6時点）





八幡ロータリークラブ 
〒805-8512　福岡県北九州市八幡東区平野1-6-1　九州国際大学1号館3階
TEL　093-671-3223　　FAX　093-671-3274
E-mail：rc-yahata@ams.odn.ne.jp


